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〈巻頭言〉
博物館長杉原重夫
　刑事、商品、考古の3博物館を統合し、2004年の4Eにリニューアル・オープンしてから丸6年。
小学校に入学した児童が卒業を迎えるまでの時間にあたります。決して短くはないその日々を振り返ると、
開館がつい最近のことであったような気もする一方、毎年のように新たな展開が続き、いささか自画自賛
めきますが、1年1年それぞれの蓄積を重ねた充実の日々を送ってきたのではないかと思い返されます。
6年目となる2009年度は一体どのような1年であったでしょうか。
　年度の幕開けは、文学部アジア史専攻との共同事業となった特別展「東アジア・海のシルクロードと“福
建”」の開催でした。中国の福建博物院が所蔵する五代・宋から清代に至る陶桶、金工品、陶磁器などを出
展、中国大使館や同院から来賓をお迎えし、盛大に開幕式典を挙行いたしました。当館のような規模の小
さな博物館が中国国家一級文物を含む作品をお借りする国際展を開催するのはなかなか困難なことですが、
これが実現したのは、愛知県や山口県の美術館、他大学の博物館が合同する巡回展であったことによりま
す。その東京会場を学習院大学史料館と共同でお引き受けしたわけですが、本大学にとってこのような経
験は初めてのことでしたし、大学博物館が全国を巡回する国際展の受け皿となることもなかなか無かった
ことではないかと思います。参加館相互の人材交流によって充実した関連事業も開催され、実りある展覧
会となりましたのも巡回展実行委員会の皆さんのご尽力の賜物と存じます。
　つづいて開催された「見いだされた日本Le　Japon　v6cu」は国際交流センターの主催で、本大学でフラ
ンス研究に携わる先生方の企画による展覧会です。実業家クリスチャン・ポラック氏のコレクションから、
我が国でもよく知られたビゴーによる風刺画をはじめ、日仏交流の黎明期にフランス人が抱いていた日
本・目本人のイメージがよく分かるポスターや書籍などが展示されました。フランス法学を基礎に設立さ
れた明治法律学校から発展した本大学としては、フランス研究の活性化はたいへん意義あることと思いま
す。その成果を一般の方々にご披露する機会をご提供できたのは、大学博物館ならではの役割を果すこと
ができたのではないかと思います。
　秋の特別展は当館の収蔵資料の中でもひときわ存在感のある内藤家文書がテーマでした。我が国有数の
譜代藩旧蔵史料群として、近世史研究において多方面で成果が期待される内藤家文書ですが、その中から
当館における成果をご報告しようというのが「大名と領地一お殿様のお引っ越し一」展でした。これまで、
蓄積の少なかった大名の転封（所替）研究に有用な史料の存在を示して新たな展開の可能性をアピールす
るとともに、内藤家の地元宮崎県延岡市から地方の城下町を描いた屏風として稀少な延岡城下図屏風（個人
蔵）や、所替の一方の当事者として延岡から常陸国笠間（茨城県笠間市）に移った牧野家旧蔵の史料を出展
することができました。将軍の命令一下、領地を移らねばならない宿命にあった近世大名にとって“領地”

